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こ
の
加
工
業
地
帯
た
る
灘
目
絞
濾
業
の
成
立
こ
そ
、
瀬
戸
内
海
を
東
上
し
て
く

る
西
国
種
物
の
大
燈
約
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
幕
府
に
よ
る
天
保
の
仕
法
改
正
を
も
た
ら
し
、
大
坂
株
仲
間
の
独
占

を
大
き
く
後
退
さ
せ
、
局
地
内
に
お
け
る
無
株
商
人
の
活
動
を
促
す
こ
と
に
な

っ
た
、
三
河
在
々
絞
油
業
と
大
坂
三
三
閥
と
の
対
立
は
、
逆
に
、
諸
岡
か
ら
の

廻
着
種
物
・
出
油
の
減
少
に
原
因
し
て
い
た
。

　
塞
書
が
明
ら
か
に
し
た
こ
れ
ら
の
菓
実
は
、
畿
内
の
局
地
的
分
業
圏
発
展
の

主
な
諸
画
期
に
、
殆
ど
つ
ね
に
、
畿
内
以
外
の
地
域
か
ら
す
る
外
部
的
な
隔
地

問
流
通
に
属
す
る
諸
要
因
が
、
重
要
な
は
た
ら
ぎ
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
隔
地
間
流
通
と
局
地
内
流
通
と
の
南
機
的
統
一
的
な
把
握
ば
、
こ
れ
ら
の
事

実
そ
れ
自
体
が
わ
れ
わ
れ
に
要
零
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
畿
内
に
．
と
っ
て

外
か
ら
働
く
隔
地
問
流
通
構
造
の
変
動
に
は
、
幕
藩
制
朗
規
制
に
よ
る
ば
あ
い

も
、
そ
れ
を
解
体
す
る
動
き
に
よ
る
ば
あ
い
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
何
が
幕

藩
制
的
で
あ
り
、
何
が
そ
う
で
な
い
か
は
、
こ
れ
ら
外
部
的
要
因
を
、
そ
の
発

生
地
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
が
（
そ
の
た
め
に

研
究
の
協
力
体
制
が
い
る
）
、
畿
内
内
部
に
お
い
て
、
そ
の
変
動
が
彊
接
生
産

者
の
生
薩
と
流
通
の
構
造
に
お
よ
ぼ
す
ひ
ず
み
を
歴
史
的
に
追
及
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
幕
末
期
の
畿
内
に
形
成
さ
れ
た
局
地
的
市
場
隅
の
構
造
的
特
殊
性
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
社
会
構
造
と
し
て
の
幕
藩
側
の
特
質

を
も
究
明
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
在
郷
商
人
論
は
、
そ
の
と
き
、
も
5
一
度
書
き
磁
さ
れ
る
だ
ろ
う
ゆ
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息消外
it，g．

ず

　
　
紬
工
と
荘
園

読
史
会
例
会

七
月
例
会

　
七
月
一
四
日
（
土
）

　
　
横
田
健
一

赤
松
　
俊
秀

於
　
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
「
マ
ッ
チ
工
業
脇
兜
達
史
」

　
　
小
葉
田
淳
「
桝
の
制
度
」

◎
終
了
後
、
小
葉
騰
教
授
・
ハ
ワ
イ
撫
張
の
歓
送
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
な
っ
た
。

九
月
例
会

　
九
月
八
日
（
土
）
　
　

於
楽
友
会
館

　
　
楠
瀬
　
勝
「
地
頭
の
代
官
支
配
に
つ
い
て
」

　
　
赤
松
俊
秀
「
熱
奴
杣
工
説
に
つ
い
て
」

十
月
例
会

　
十
月
十
露
日
（
土
）
　

於
陳
列
館
演
習
室

　
　
柴
田
　
実
「
荒
神
考
」

小
葉
田
理
蹴
の
外
遊

　
小
葉
田
淳
理
事
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
東
瞬
交
化
セ
ン

　
タ
ー
の
招
き
に
よ
り
、
九
月
五
日
羽
購
発
で
出
発

　
し
た
。
な
お
、
滞
在
は
十
ケ
月
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

大
学
院
会
例
会

　
六
月
一
二

　
　
「
東
洋
史
研
究
』
二
〇
一
四

　
六
月
一
五
目

　
楽
．
衣
会
館

合
評
会

　
神
　
戸
　
醗

　
宋
伐
県
の
得
吏

六
月
二
九
日

　
尺
…
膿
の
芸
術
性
、

九
月
二
一
臼

　
　
エ
ジ
プ
ト
か
ら
帰
っ
て

一
〇
月
一
二
日

　
「
東
洋
史
研
究
扁
一
ニ
ー
一

西
洋
史
関
係

薄
洋
史
読
書
会
例
会
於

　
　
　
　
　
　
　
　
」

京
大
鱗
洋
史
磁
究
室

　
佐
竹
靖
彦

　
陳
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館
会
議
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杉
村
　
邦
彦

　
　
楽
友
会
館

　
浩
水
　
　
誠

　
東
洋
史
研
究
室

合
評
会

九
月
二
十
二
日
（
土
）

　
『
西
洋
史
学
』
第
五
十
四
輯
の
A
口
評

九
月
二
十
九
日
（
土
）

　
パ
ー
ク
の
思
想
に
つ
い
て
　
　
村
岡
　
健
次

十
月
十
三
日
（
土
）
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讐
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
廻
貞
次
郎

十
月
二
十
臼
（
土
）

　
清
教
革
命
の
思
想
的
決
算
　
　
越
鯉
　
武
臣

十
月
二
十
七
日
（
土
）

　
欽
定
憲
法
体
制
の
保
守
的
護
教
論

　
　
　
ー
プ
ロ
イ
セ
ソ
と
日
本
の
場
合
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
眼
　
幸
男

掛
…
編
集
後
記
構
惜

　
四
十
五
巻
六
号
t
今
年
度
の
最
終
号
を
お
癩
け
致

し
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
お
く
れ
が
よ
う
や
く
取
り
戻

せ
る
め
ど
が
立
つ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
更
に
定
期

的
に
お
届
け
出
来
る
よ
う
編
集
委
員
会
と
し
て
も
努

力
を
傾
け
ま
す
が
、
く
ど
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
費
に
よ
る
定
期
刊
行
物
と
い
う
本
誌
の
性
格
に
鑑

み
、
前
納
に
つ
い
て
御
協
力
を
要
請
す
る
次
第
で
す
。

　
先
号
本
欄
に
於
い
て
、
朝
尾
委
貴
が
本
欄
に
対
す

る
音
習
見
を
開
陳
さ
れ
ま
し
た
が
、
隠
・
候
の
御
三
挨
的

な
本
欄
は
発
展
的
に
解
消
し
、
拡
充
す
る
こ
と
に
対

す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
来
年
度
第
一

・
号
か
ら
は
ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
て
お
目
に
か
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
お
、
京
都
大
学
偏
重
的
な
学
界
消

息
欄
に
つ
い
て
も
ス
タ
イ
ル
の
一
新
に
つ
い
て
の
検

討
が
同
時
に
加
え
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。
御
期
待
下
さ
い
。
　
　
　
　
（
薄
才
裕
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